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(百万円未満切捨て)

１．2026年６月期第３四半期の連結業績（2025年７月１日～2026年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年６月期第３四半期 28,165 2.6 973 △15.0 924 △20.3 673 △29.5

2025年６月期第３四半期 27,448 0.4 1,145 △22.1 1,160 △20.6 955 △11.4
(注) 包括利益 2026年６月期第３四半期 690百万円( △12.8％) 2025年６月期第３四半期 792百万円( △33.6％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年６月期第３四半期 36.78 －

2025年６月期第３四半期 51.97 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年６月期第３四半期 31,045 15,353 49.2

2025年６月期 30,413 14,908 48.8
(参考) 自己資本 2026年６月期第３四半期 15,282百万円 2025年６月期 14,828百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年６月期 － 0.00 － 14.00 14.00

2026年６月期 － 0.00 －

2026年６月期(予想) 14.00 14.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年６月期の連結業績予想（2025年７月１日～2026年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,200 4.7 1,100 23.4 1,150 26.8 750 0.4 40.95
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 社（社名）

期中における連結範囲の重要な変更に関する注記

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用に関する注記

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

会計方針の変更に関する注記

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年６月期３Ｑ 18,590,000株 2025年６月期 18,590,000株

② 期末自己株式数 2026年６月期３Ｑ 264,789株 2025年６月期 281,988株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年６月期３Ｑ 18,316,612株 2025年６月期３Ｑ 18,382,962株

当社は「株式給付信託（BBT）」を導入しており、期末自己株式数については、「株式給付信託（BBT）」が保有す
る当社株式（2026年６月期３Ｑ264,789株、2025年６月期281,988株）が含まれています。また、期中平均株式数（四
半期累計）の計算において控除する自己株式については、「株式給付信託（BBT）」が保有する当社株式（2026年６
月期３Ｑ208,300株、2025年６月期３Ｑ141,950株）を含めています。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2025年７月１日～2026年３月31日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改

善や賃上げの動き、インバウンド消費の増加等を背景に、景気は総じて緩やかな回復基調で推移しています。一

方で、原材料や資材価格の高止まりに加え、エネルギー価格の上昇や円安傾向の継続、米国の関税政策強化や中

国経済の先行き懸念、ウクライナ情勢や中東情勢などの世界的な地政学リスクの高まりなど、外部環境の不透明

感は依然として払拭されていません。

食品業界においては、原材料費やエネルギーコスト、物流費および人件費の上昇を背景に、価格改定や商品規

格の見直し等の取り組みが継続されている一方、物価上昇の長期化に伴い消費者の節約志向や生活防衛意識は一

層強まっており、需要動向を見極めながら事業運営を行うことが求められるなど、当社グループを取り巻く経営

環境は依然として厳しい状況が続いています。

このような状況のもと、当社グループでは、“ICHIMASA30ビジョン”（2045年度のありたい姿）を目指し、

2021年７月から2026年６月までの第二次中期経営計画の最終年を迎え、“国内外のマーケットへの果敢なチャレ

ンジを通じ、事業の成長力・収益力基盤を確立し、ファーストステージ「成長軌道への５年」を確実に実現す

る。”を基本方針として経営課題に取り組んでいます。また、地球環境の維持は企業活動の持続的な成長・発展

のためには不可欠であり、「持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）」の達成を目指し、

当社グループもステークホルダーの皆さまと協働しながらサステナブルな課題の解決に取り組んでいます。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高281億65百万円（前年同期比7億16百万円（2.6％）の

増加）、営業利益は９億73百万円（前年同期比１億71百万円（15.0％）の減少）、経常利益は９億24百万円（前

年同期比２億35百万円（20.3％）の減少）、親会社株主に帰属する四半期純利益は６億73百万円（前年同期比２

億81百万円（29.5％）の減少）となりました。

セグメントの状況は、次のとおりです。

（水産練製品・惣菜事業）

売上は、2025年３月1日納品分より実施した価格改定による販売価格の上昇に加え、主力であるスティック

タイプのカニかまを中心とした販売数量の伸長、ならびに物価高を背景とした節約志向の高まりによるはんぺ

ん商品群の堅調な推移により、前年同期を上回りました。加えて、おせち商品についても、「国産原料100

％」の高品質商品である「純」シリーズが伸長したことから、同様に前年同期を上回りました。

利益は、生産性向上や継続的なコスト削減に努めたものの、主原料であるすり身をはじめとする原材料費や

労務費の上昇による影響が大きく、前年同期を下回りました。

以上の結果、当セグメントの売上高は247億円（前年同期比6億円（2.5％）の増加）、セグメント利益（営

業利益）は８億65百万円（前年同期はセグメント利益（営業利益）は10億40百万円）となりました。

（きのこ事業）

売上は、野菜の生育状況が前年に比べ順調であったことから相場が前年を大きく下回る水準で推移し、まい

たけを含むきのこ市場全体が低調に推移したことにより販売価格は下落しました。需要期である冬季の販売数

量の伸び悩みはあったものの、年間を通じて数量は前年同期を上回る水準を維持した結果、前年同期を上回り

ました。

利益は、原材料費や労務費、エネルギー価格が高止まりしているものの、包装部門における合理化・省人化

や生産効率の向上によるコスト削減を進めた結果、前年同期を上回りました。

以上の結果、当セグメントの売上高は32億13百万円（前年同期比1億24百万円（4.0％）の増加）、セグメン

ト利益（営業利益）は16百万円（前年同期はセグメント損失（営業損失）は6百万円）となりました。
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（運送事業・倉庫事業）

運送部門は、営業活動を強化し、収益性の高い自社定期便の新規案件を獲得したことに加え、実勢水準に見

合った運賃への価格改定を進めた結果、売上・利益ともに前年同期を上回りました。

倉庫部門は、新規入庫案件の獲得に向けた営業強化を進めてきましたが、食品関連業界における原材料費の

高止まり等を背景に、取引先で在庫圧縮の動きが継続しました。その結果、当社倉庫における平均在庫量が減

少し、保管回転率も低下したことから収益が伸び悩み、売上・利益ともに前年同期を下回りました。

以上の結果、当セグメントの売上高は２億51百万円（前年同期比7百万円（3.0％）の減少）、セグメント利

益（営業利益）は84百万円（前年同期はセグメント利益（営業利益）１億３百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は310億45百万円（前連結会計年度末比６億32百万円の増加）と

なりました。これは主に仕掛品の減少及び有形固定資産の償却の進行の一方、現金及び預金並びに売掛金の増加

によるものです。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は156億92百万円（前連結会計年度末比１億87百万円の増加）と

なりました。これは主に買掛金の減少の一方、短期借入金及び長期借入金の増加によるものです。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は153億53百万円（前連結会計年度末比４億44百万円の増加）

となりました。これは主に配当金の支払いの一方、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上によるものです。

なお、自己資本比率は、48.8％から49.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年６月期の通期の連結業績予想については、2025年８月８日に公表した業績予想から変更はありません。



一正蒲鉾株式会社(2904) 2026年６月期 第３四半期決算短信

4

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,100,387 1,930,017

売掛金 3,411,459 3,784,068

商品及び製品 903,936 824,563

仕掛品 607,120 414,005

原材料及び貯蔵品 2,624,374 2,616,923

その他 306,789 226,694

貸倒引当金 △1,759 △3,025

流動資産合計 8,952,309 9,793,248

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,173,835 6,993,648

機械装置及び運搬具（純額） 6,072,345 6,137,124

工具、器具及び備品（純額） 238,746 263,212

土地 3,575,253 3,597,734

リース資産（純額） 1,568,264 1,466,605

建設仮勘定 176,651 161,555

有形固定資産合計 18,805,096 18,619,881

無形固定資産

のれん 113,490 95,927

その他 295,937 316,954

無形固定資産合計 409,428 412,881

投資その他の資産

投資有価証券 1,833,066 1,832,261

繰延税金資産 88,234 91,909

その他 349,393 320,013

貸倒引当金 △24,500 △24,500

投資その他の資産合計 2,246,194 2,219,685

固定資産合計 21,460,718 21,252,448

資産合計 30,413,028 31,045,696

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,998,573 1,573,985

短期借入金 2,807,915 3,184,745

未払法人税等 140,325 381,396

賞与引当金 84,658 343,249

役員賞与引当金 27,915 －

未払金及び未払費用 1,974,890 2,074,124

その他 644,223 345,002

流動負債合計 7,678,501 7,902,502
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年３月31日)

固定負債

長期借入金 5,527,659 5,725,040

リース債務 1,441,214 1,338,176

役員退職慰労引当金 43,825 47,762

役員株式給付引当金 110,995 108,539

繰延税金負債 368,276 246,055

その他 334,286 324,406

固定負債合計 7,826,257 7,789,979

負債合計 15,504,758 15,692,482

純資産の部

株主資本

資本金 940,000 940,000

資本剰余金 650,000 650,000

利益剰余金 12,442,035 12,856,367

自己株式 △208,803 △193,530

株主資本合計 13,823,231 14,252,836

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,040,354 1,046,973

為替換算調整勘定 △35,483 △17,092

その他の包括利益累計額合計 1,004,870 1,029,881

非支配株主持分 80,168 70,495

純資産合計 14,908,270 15,353,214

負債純資産合計 30,413,028 31,045,696
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年７月１日
至 2025年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年７月１日
至 2026年３月31日)

売上高 27,448,132 28,165,040

売上原価 21,632,943 22,610,582

売上総利益 5,815,188 5,554,458

販売費及び一般管理費 4,670,046 4,580,609

営業利益 1,145,141 973,848

営業外収益

受取利息 532 615

受取配当金 16,472 18,543

受取賃貸料 9,085 5,603

受取手数料 20,908 17,890

売電収入 11,604 9,395

貸倒引当金戻入額 39,485 －

雑収入 28,050 26,597

営業外収益合計 126,140 78,645

営業外費用

支払利息 58,120 91,575

支払手数料 19,900 27,900

持分法による投資損失 8,693 －

為替差損 24,010 1,878

雑損失 505 6,684

営業外費用合計 111,230 128,037

経常利益 1,160,050 924,456

特別利益

固定資産売却益 32 299

投資有価証券売却益 118,915 75,827

段階取得に係る差益 126,523 －

特別利益合計 245,472 76,127

特別損失

固定資産除却損 5,274 2,191

工場解体費用 49,909 －

特別損失合計 55,183 2,191

税金等調整前四半期純利益 1,350,339 998,391

法人税、住民税及び事業税 383,944 472,457

法人税等調整額 18,942 △131,693

法人税等合計 402,887 340,764

四半期純利益 947,452 657,627

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △7,901 △16,053

親会社株主に帰属する四半期純利益 955,354 673,681
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年７月１日
至 2025年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年７月１日
至 2026年３月31日)

四半期純利益 947,452 657,627

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △69,401 6,619

為替換算調整勘定 △35,196 26,736

持分法適用会社に対する持分相当額 △50,679 －

その他の包括利益合計 △155,277 33,356

四半期包括利益 792,174 690,984

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 806,885 700,657

非支配株主に係る四半期包括利益 △14,710 △9,673
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のと

おりです。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年７月１日
至 2025年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年７月１日
至 2026年３月31日)

減価償却費 1,348,937千円 1,396,266千円

のれん償却額 6,548 18,779

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年７月１日 至 2025年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

水産練製品・
惣菜事業

きのこ事業
運送・倉庫

事業
計

売上高

顧客との契約から生じる収益 24,099,756 3,088,842 259,533 27,448,132 － 27,448,132

外部顧客への売上高 24,099,756 3,088,842 259,533 27,448,132 － 27,448,132

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 463,245 463,245 △463,245 －

計 24,099,756 3,088,842 722,778 27,911,377 △463,245 27,448,132

セグメント利益又は損失（△） 1,040,611 △6,473 103,650 1,137,788 7,353 1,145,141

(注) １ セグメント利益の調整額7,353千円は、主にセグメント間取引消去です。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年７月１日 至 2026年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

水産練製品・
惣菜事業

きのこ事業
運送・倉庫

事業
計

売上高

顧客との契約から生じる収益 24,700,376 3,213,025 251,638 28,165,040 － 28,165,040

外部顧客への売上高 24,700,376 3,213,025 251,638 28,165,040 － 28,165,040

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 469,234 469,234 △469,234 －

計 24,700,376 3,213,025 720,873 28,634,275 △469,234 28,165,040

セグメント利益 865,361 16,663 84,495 966,520 7,327 973,848

(注) １ セグメント利益の調整額7,327千円は、主にセグメント間取引消去です。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度において、「その他」に含まれていた「運送・倉庫事業」の量的重要性が増したため、報告セグメ

ントを従来の区分から、「水産練製品・惣菜事業」及び「きのこ事業」、「運送・倉庫事業」の３区分に変更してい

ます。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成しています。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。


